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発行｜四万十町役場企画課 文化的施設整備推進室
お問い合わせ先｜0880-22-3124　担当｜大河原・松下

※ 画 像 は 文 化 的 施 設 完 成 後 に 期 待 さ れ る ま ち の に ぎ わ い の 様 子 で す 。



2 0 2 4 年 誕 生 予 定

▶駐車場を含めた用地の確保が課題であ
　り、土地の取得費または借地料など多
　額の費用が発生する
▶施設が３階建て以上になる場合、日照
　などの問題で周辺住民に迷惑を掛ける
　恐れがある
▶人の流れや移動範囲が駅周辺に限られ
　てしまい、中心市街地への誘導が期待
　できなくなる恐れがある

●●●●●●●●四 万 十 駄 場 フ ェ ス 開 催 し ま す !

▶当日は新型コロナウイルス対策のためマスクの着用や手指消毒にご協力ください。
▶新型コロナウイルス感染症の影響や雨天の場合は延期または中止する可能性があります。
　その場合は、町ホームページ、CATV文字放送、SNSを通じてお知らせします。
▶5/29㊏30㊐の会場内での駐車は、イベント参加者のみに制限させていただきます。
　※延期する場合は6/13㊐となります。その際の駐車制限は6/12㊏13㊐とさせていただきます。

施設完成
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建設予定地として複数の候補地を比較検討しました。

経過１

経過2

窪川駅および
役場本庁
西庁舎前

（民有地）

建設予定地に実寸大で描かれた文化的施設の建物図面で、
どんな空間ができる予定なのか一緒に想像してみませんか。
またその他にも楽しいイベントを企画しています。建設
予定地の未来をイメージしながらのんびり過ごしたり、
催し物を楽しみに気軽にお越しください。

四万十町の新しい
文化的施設の場所はどのようにして

　　　　　　　  　　　　 　　　　　　　　　に決まったのですか？

文 化 的 施 設 を
想 像 す る １ 日

文化的施設ができたら、どんなことができるかな？▶周辺の岩本寺や旧都築邸といった歴史
　的・文化的価値のある建築物と一体と
　なった「歴史・文化ゾーン」の形成と、
　周辺と調和のとれた街並みや施設整備
　が可能
▶文化的施設を核とした周辺環境の発展
　性が高く、商店街への誘客やにぎわい
　が期待される
▶約3,300㎡(２筆の登記面積)全てが町有
　地であり、十分な敷地が確保できる
▶財政負担を最小限に抑えられる
▶確実な事業実施が見込まれる

基本設計完成 サービス計画策定

2023
令和５年

2024
令和６年

2022
令和４年

開館（予定）

まちの文化が流れ、人にひらかれ、人が集まる 四万十駄場

開館までの流れ（予定）

2017 2018 2020
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特 集

平成29年

四万十町「文化的施設検討委員会」設置

平成30年

2019
平成31年／令和元年 令和２年

2021
令和３年

平成29年９月～令和２年３月まで

基本構想策定
月３

基本計画策定
月２

（仮称）

いまここ！

月３
実施設計完成

開館準備

場　所

旧役場
本庁舎

跡地

四万十
緑林公園

利　点 課　題

▶窪川駅を核とした駅周辺の活性化が
　期待できる
▶駅から徒歩で容易に移動できるため、
　公共交通機関(バスや鉄道など)を利用
　される方々にとっては利便性が高い

▶窪川四万十会館や窪川中学校・窪川高
　校に近いため、会館利用者や生徒らの
　利用が見込まれる

▶大規模災害時における応急救助機関の
　活動拠点に指定されている
▶中心市街地から遠い

一緒にわくわくしませんか？

日

◀鳥取県智頭町で行われたワークショップの様子です。
　建設予定地に建物図面を描き想像を膨らませます。　

当  日  の  イ  ベ  ン  ト  メ  ニ  ュ  ー 　

▶窪川駅を起点とした場合、最短で
　約450ｍ・徒歩６分の移動が生じる
▶施設への移動手段や交通体系も含め、
　検討が必要 ※他の候補地と共通の課題

その後の実測により敷地内の町有地は
約4,400㎡となっています。また、そ
の後の協議により、進入路等のスペー
スや安全性を確保するため、周辺の民
有地を購入する予定としています。

参加費無料・事前予約不要

場所：旧役場本庁舎跡地

まちが
にぎわう

税収増加で
財源が

確保される

人口の増加が
期待できる

文化的施設を中心に

子育て施策等
の充実が

可能となる

　 注 ： 令 和 元 年 9 月 時 点 の 内 容 で す

仕事や雇用
が生まれる

経過3

・ 文 化 的 施 設 の 現 地 ＜ 仮 想 ＞ 案 内
・ 屋 外 読 書 コ ー ナ ー
・ 通 過 列 車 に 手 を 振 ろ う ！
 そ の 他 楽 し い こ と を 企 画 中 ！
 詳細は町HPやチラシ等でお知らせします。

こ れ ま で の 情 報 を チ ェ ッ ク ✔

ホ ー ム ペ ー ジ

意見公募手続条例に基づく手続きを経て、平成31年3月に「四万十町市街地再生基本構想」を策定。
この中で、窪川市街地を貫流する遍路道沿いと四国八十八カ所霊場三十七番札所(岩本寺)の門前町、
歴史的建物である旧都築邸が所在する周辺を「歴史・文化ゾーン」として位置付け、市街地への来
訪者が徒歩により回遊し、滞在・交流を促すことができる「旧役場本庁舎跡地を文化的施設整備の
有力候補地」としました。

（⽂化的施設建設予定地）

▶▶▶

以上のような経過や理由などにより、令和元年四万十
町議会９月定例会の「町長行政報告」において『 旧役
場本庁舎跡地を文化的施設の建設予定地として決定 』
し、これを前提として施設整備計画や基本設計の作業
を行い、計画の具体化に取り組む旨を報告しました。
また、基本計画において「新しい文化的施設は施設内
だけに閉じたものではなく、まち全体に開かれ、町内
の各地域（窪川・大正・十和）をつないでいく役割を
果たしていく」としており、まち全体・町民みんなの
ための施設として整備していくこととしました。


